新型コロナウイルス感染症に気をつけるための



ボランティア活動に伺う際のお願い

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、今後のボランティア活動は、「新しい生活様式」を踏まえた活動に形を変えて行うこととなりました。わたしたちがこれからも安心して笑顔で活動できるように、ご理解とご協力をお願いします。

ボランティア活動に伺う際には…
▪ 活動前に検温し、発熱や体調不良のときは、
活動を中止
▪ マスクの着用
▪ 活動前の手洗いや手指消毒
　 ※手洗い場をお借りすることがあるかもしれません

ボランティアが
行なうこと








　
依頼者の方
（活動先）に
お願いしたいこと

▪ 当日の検温と、発熱や体調不良の際の事前連絡
　※発熱や体調不良の際は、活動を中止させていただきます
▪ マスクの着用と手洗いや手指消毒
▪ 定期的な（１時間に２回以上の）換気



　



▪ 活動時間の短縮
▪ 室内の人数制限（会場の定員の半数以下）
▪ 人と人との間隔を２ｍ（最低１ｍ）確保
▪ 会話するときや座席などは向き合わない
▪ 歌唱や呼気が激しくなるような運動は行わない
▪ 当日の参加者名簿をつくって、連絡手段を確保
▪ 万が一、活動後にボランティア（又は依頼者）が新型コロナウイルスに感染していたことが判明した場合は、ボランティアと依頼者ですぐに情報を共有







その他の
変更点









· 本紙のベースは、「新しい生活様式（厚生労働省）」や「新型コロナウイルス感染症に気をつけて通いの場を開催するための留意点（厚生労働省）」等を踏まえて名古屋市社会福祉協議会ボランティアセンターが作成しました。今後の新型コロナウイルス感染症の状況によって変更となる場合があります。令和2年6月作成
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